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概要

対象学年　 共通教科「情報」をはじめて履修する学年

出題範囲　 情報の基礎、情報と社会

　　　　 情報通信ネットワーク

　　　　　 マルチメディアと計測制御

出題形態　 ４択問題（５０問×２点）

実施時間 標準４０分



昨年に引き続き
正答率が50％以下の問題



去年に引き続き正答率が50％以下の問題

● 「USB」関連の理解

● 「文書処理ソフト」の用語理解

● 「表計算ソフト」の技能

● 「ハイパーリンク」の用語理解

● 「著作権」の理解
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昨年は誤答率のほうが高かった
正答率が50％以下の問題



去年は誤答率が高い正答率が50％以下の問題

● 「ドメイン名」の理解

● 「光の三原色」の理解

● 「アクチュエータ」の用語理解
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今年新たに
正答率が50％以下の問題



今年新たに正答率が50％以下の問題

● 「有害情報をブロックする方法」

● 「計測制御の流れ」

● 「身のまわりのICチップ」
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昨年に引き続き
正答率より誤答率が高い問題



去年に引き続き誤答率が高い問題

● 「コンピュータの構成」の理解

● 「ローマ字入力」

● 「情報モラル」の理解

● 「ネットワーク機器」の理解

● 「電子メール」の技能

● 「ファイルの種類と拡張子」の理解
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今年新たに
正答率より誤答率が高い問題



今年新たに誤答率が高い問題

● 「拡張子」の用語理解

● 「HTML」の理解
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昨年よりも正答率が
良くなっている問題



去年より正答率が良くなっている問題
（昨年は50％以下）

● 「コンピュータの五大機能」の理解

● 「光学式ドライブ」の理解

● 「インターネットの特徴」の理解
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昨年に引き続き
正答率が高い問題



去年に引き続き正答率が高い問題

● 「情報量の単位」

● 「デジタルデータ」

● 「コンピュータでできること」

● 「Shiftキーの効果」

● 「グラフの選択」

● 「著作権・肖像権・個人情報」

● 「情報の取り扱い」

● 「情報セキュリティ対策」

● 「安全性を高めるパスワード」

● 「サイバー犯罪について」

● 「Webサイト上の料金請求」

● 「SNSと個人情報」

● 「個人情報の流出」

● 「個人情報の扱い」

● 「商標権」

● 「著作権」

● 「LANとWAN」
● 「電子メールの特性」

● 「画像の引き伸ばし」

● 「ランレングス法」



正答率が微妙な問題



正答率が微妙な問題

● 「デジタルデータの特徴」

● 「ウイルス感染の対処法」

● 「無線LANの注意点」

● 「電子メールのマナー」

● 「アルゴリズム」

● 「フローチャート」



（３）



（23）



（24）-1



（24）-2



（40）-1



（40）-2



＜総括＞
　生徒にとって身近なことや目に見えるものについては知識の
定着がみられ、経験から考えたり予測したりする問題の正答
率が高かった。
　一方で、用語・ハードウェア・ツール・コンピュータ内部の処理
のような、目に見えないものに対する理解が乏しいことが分
かった。
　中学校の内容についても、理解度は様々であり、情報モラル
面での正しい行動が理解できていない点もあった。


